ルネサンス絵画における人体表現と解剖学 [要旨] by 植村 亜美
    
 
 
氏名 植村 亜美 




学位論文等題目 〈論文〉 ルネサンス絵画における人体表現と解剖学 
―レオナルド・ダ・ヴィンチ《最後の晩餐》を中心に― 
 〈作品〉  
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 布施 英利 
（論文第１副査）   （）  
（作品第１副査）   （）  
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 越川 倫明 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 林 卓行 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 川瀬 智之 
（副査）   （）  
（副査）   （）  
（副査）   （）  








































































    
 
後の晩餐』との影響関係なども検証しながら分析がされた。 
続く第３章では、話題を転じ、イタリア・ルネサンスの時代における解剖学の研究について、とくにアン
ドレアス・ヴェサリウスの解剖学を対象に分析がされた。さらに筆者が翻訳した二冊の美術解剖学書にも言
及し、レオナルド・ダ・ヴィンチの『最後の晩餐』における美術解剖学的な基礎付けがされた。 
そして最後の第４章において、筆者の修士論文を発展させたレオナルド・ダ・ヴィンチの『最後の晩餐』
の人体造形における、幅広い検証がなされた。そこではレオナルド・ダ・ヴィンチが、あたかも設計図のよ
うに精緻に計画して構成された『最後の晩餐』の人物群造形が明晰に示された。 
本論文は、レオナルド・ダ・ヴィンチを美術解剖学の観点から解析するという、多くの研究がされている
ようで、じつは未解明の部分が多かった、この名画の造形の秘密を明らかにし、また美術解剖学の研究手法
の将来への可能性を広げるものとなった。博士論文として十分の成果が盛り込まれており、よって本論文を
東京藝術大学・大学院美術研究科の博士論文として合格とする。 
 
 
